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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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H8/300H Super Low Powerシリーズ 
タイマ Cイベントカウント機能による周波数測定 

要旨 
タイマ Cのイベントカウンタ機能を使用して，タイマ Cイベント入力端子（TMIC）から入力したパルス
の周波数を測定します。 

動作確認デバイス 
H8/38099 
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1. 仕様 
1. タイマ Cのイベントカウンタ機能を使用して，タイマ Cイベント入力端子（TMIC）から入力したパルス
の周波数を測定します。 

2. TMIC入力端子から入力したパルスの立ち上がりエッジ検出の回数を 1秒間カウントし，1秒間のカウン
ト数を RAMに格納します。 

3. 1秒の測定時間は，リアルタイムクロック（RTC）の時計動作を利用して計測します。 
4. タイマ Cのカウンタ（TCC）のカウント方法は，UD端子を GNDに接続し，アップカウンタにします。 
 
 

2. 使用機能説明 

2.1 タイマ Cブロック図 
図 1にタイマ Cイベントカウンタ機能のブロック図を示します。 

TMC

TCC

TLC

PSS

PSW

C

(UD)

C

(TMIC)

φ

φW/4

TCC

TMIC

TMIC

IRRTC

TCC

C

 TMC: C

 TCC: C

 TLC: C

 IRRTC: C

 PSS: S

 PSW: W  

図 1 タイマ C機能ブロック図 



H8/300H Super Low Powerシリーズ 
タイマ Cイベントカウント機能による周波数測定 

RJJ06B0769-0100/Rev.1.00 2007.03 Page 3 of 16 

2.2 使用機能 

2.2.1 機能説明 
本タスク例では，タイマ Cイベントカウンタ機能を利用して，TMIC入力端子に入力されたパルスの周波
数測定を行います。以下に使用機能について説明を記します。各レジスタのビット詳細については「4.3 使
用内部レジスタの説明」で説明します。 

 
• タイマモードレジスタ C（TMC) 

TMCは，8ビットのリード／ライト可能なレジスタで，オートリロード機能の選択，タイマカウンタ C
（TCC）のアップ／ダウン制御，および入力クロックの選択を行います。TCCのアップ／ダウン制御は，
UD端子入力によるハードウェア制御とするか，ソフトウェア制御によるアップカウンタまたはダウンカ
ウンタとするかを選択します。リセット時，TMCは H'10に初期化されます。 

 
• タイマカウンタ C（TCC） 

TCCは，8ビットのリード可能なアップ／ダウンカウンタで，入力する内部クロック／外部イベントによ
り，カウントアップ／ダウンされます。入力するクロックは，システムクロックの 8192, 2048, 512, 64, 16, 
4分周，サブクロックの 1024, 256, 4分周，および外部クロックの計 10種類から選択可能です。本タスク
例では，TCCをハードウェア制御によるアップカウンタに設定し，TCCの入力クロックに TMIC入力端
子のエッジ検出を選択しています。 

 
• タイマ C割り込み要求フラグ（IRRTC) 

IRRTCは，TCCがオーバフローすることにより"1"にセットされます。IRRTCが"1"にセットされていて，
割り込み許可レジスタ 2（IENR2）のタイマ C割り込みイネーブル（IENTC）が"1"で，かつコンディショ
ンコードレジスタ（CCR）の Iビットが"0"にクリアされている場合にタイマ C割り込みが受け付けられ，
タイマ C割り込み処理を開始します。 

 
• タイマ Cイベント入力端子（TMIC) 

TMICは周波数測定を行うパルスの入力端子として機能します。 
 
 

2.2.2 タイマ Cイベントカウンタ機能による周波数測定の方法 
本タスク例におけるタイマ Cイベントカウンタ機能による周波数測定の方法について以下に説明します。 

• ユーザ RAM領域にタイマ C割り込みの回数をカウントする cnt1と，1秒経過後のタイマカウンタ Cのカ
ウンタ値を格納するために cnt2を設定します。 

• TMIC端子に 256回の立ち上がりエッジが入力されると，TCCがオーバフローしタイマ C割り込みが発
生します。 

• タイマ C割り込み処理の中で，cnt1をインクリメントします。 
• 1秒経過した時点で TCCのカウント値を cnt2に格納し，TMIC端子入力による TCCのカウントアップを
終了します。 

• TMIC端子に入力したパルスの周波数は以下の式によって求められます。 
入力パルスの周波数（Hz） 
=（タイマ C割り込みの回数）× 256 +（1秒経過時点の TCCのカウンタ値) 
=（cnt1の値）× 256 +（cnt2の値) 

• cnt1は 8ビットであるため，測定可能な入力パルスの周波数は最大で 65.535kHzとなります。 
• cnt1が H'FF → H'00になると，その時点で周波数測定を中止し，cnt1と cnt2に H'00を書き込んで終了し
ます。 
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2.2.3 リアルタイムクロック（RTC） 
リアルタイムクロック（RTC）について以下に説明します。 

• RTCコントロールレジスタ 1（RTCCR1） 
RTCCR1は時計タイマの動作開始／停止，およびリセットを制御します。 

 
• RTCコントロールレジスタ 2（RTCCR2） 

RTCCR2は 1秒の RTC周期割り込みを制御します。1秒割り込みを許可すると割り込みが発生した場合，
RTC割り込みフラグレジスタ（RTCFLG）の対応するフラグが 1にセットされます。 

 
• クロックソースセレクトレジスタ（RTCCSR） 

RTCCSRは，クロックソースの選択を行います。本タスク例ではクロックソースに 32.768kHzを選択し，
RTC動作として使用します。 

 
• RTC割り込みフラグレジスタ（RTCFLG） 

RTCFLGは割り込みが発生したときに対応するビットをセットします。各フラグは割り込みが受け付けら
れてもオートクリアされません。フラグをクリアする場合は 0をライトしてください。 

 
 

2.2.4 ウォッチドッグタイマ機能 
H8/38099は，ウォッチドッグタイマ（WDT）を内蔵しており，リセット後WDTはオンされています。

WDTは 8ビットのタイマで，システムの暴走などによりカウンタの値を CPUが書き換えられずにオーバフ
ローすると，H8/38099内部をリセットします。本タスク例では，ウォッチドッグタイマ機能を使用しないた
め，ウォッチドッグタイマ機能を停止させます。 

• タイマコントロール／ステータスレジスタWD1 (TCSRWD1) 
TCSRWD1は TCSRWD1自身と TCWDの書き込み制御を行うレジスタです。また，ウォッチドッグタイ
マの動作制御と動作状態を示す機能も持っています。本レジスタの書き換えはMOV命令で行ってくださ
い。ビット操作命令では設定値の変更ができません。 

 
 

2.3 機能割り付け 
表 1に本タスク例の機能割り付けを示します。表 1に示すように機能を割り付け，イベントカウンタ機能
による周波数測定を行います。 

表 1 機能割り付け 

機能 機能割り付け 
TCC TMIC入力端子の立ち上がりエッジ検出を入力とする 8ビットのアップ／ダウンカウンタ 
TMC イベントカウンタ機能の選択，カウンタのアップ／ダウン制御，および入力クロックの選択
TLC TCCオーバフロー時のリロード値を H'00に設定 
IRRTC タイマ C割り込み要求の有無を反映 
IENTC タイマ C割り込み要求の許可 
RTCCR1 時計タイマの動作開始／停止，およびリセットを制御 
RTCCSR クロックソースに 32.768kHzを選択し，RTC動作を行う 
SEIFG 1秒周期割り込み要求の有無を反映 
1SEIE 1秒周期割り込み要求の許可 

（本アプリケーションノートのソースプログラムでは R1SEIEに変更して使用します） 
IENRTC RTC割り込み要求の許可 
PMRE TMIC入力端子，UD端子の設定 
TMIC端子 周波数測定を行うパルスの入力端子 
UD端子 GNDに接続し，TCCをアップカウンタに設定 
TCSRWD1 ウォッチドッグタイマを停止 
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3. 動作説明 
図 2に動作説明を示します。図 2に示すようなハードウェア処理，およびソフトウェア処理によりタイマ

Cイベントカウンタ機能による周波数測定を行います。 
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図 2 タイマ Cイベントカウンタ機能による周波数測定の動作説明 
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4. ソフトウェア説明 

4.1 モジュール説明 
本タスク例のモジュールを表 2に示します。 

表 2 モジュール説明 

モジュール名 関数名 機能 
メインルーチン main タイマ Cイベントカウンタ機能の設定，リアルタイムクロック機能の設定，

TMIC入力端子の設定，UD端子の設定，RAM領域の設定，WDT機能の設定，
割り込みの許可を行う。 

カウントアップ tcint タイマ C割り込み処理で，cnt1のインクリメント，cnt1がオーバフローした
ときの処理を行う。 

RTC割り込み rtcint RTC1秒割り込みの処理で 1秒経過により割り込みを禁止し，TCCのカウン
タ値を cnt2に格納する。 

 
 

4.2 引数の説明 
本タスク例では引数を使用しません。 
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4.3 使用内部レジスタの説明 
本タスク例の使用内部レジスタを以下に示します。 

• タイマモードレジスタ C（TMC） アドレス: H'FFFFB4 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 TMC7 0 R/W オートリロード機能選択 
タイマ Cのオートリロード機能を選択します。 
0: インターバル機能を選択 
1: オートリロード機能を選択 

6 
5 

TMC6 
TMC5 

1 
0 

R/W 
R/W 

カウンタアップ／ダウン制御 
TCCのアップ／ダウン制御をUD端子入力によるハードウェア制御とす
るか，アップカウンタとするかダウンカウンタとするかを選択します。

00: TCCはアップカウンタ 
01: TCCはダウンカウンタ 
1x: UD端子入力によるハードウェア制御 
 UD端子入力が Highレベル: ダウンカウンタ 
 UD端子入力が Lowレベル: アップカウンタ 

4 — 1 — リザーブビット 
リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

3 
2 
1 
0 

TMC3 
TMC2 
TMC1 
TMC0 

1 
0 
0 
0 

R/W 
R/W 
R/W 
R/W 

クロックセレクト 
TMC3～TMC0は，TCCに入力するクロックを選択します。外部からの
イベント入力は立ち上がり／立ち下がりエッジの選択が可能です。 
X000: 内部クロックφ/8192でカウント 
X001: 内部クロックφ/2048でカウント 
X010: 内部クロックφ/512でカウント 
X011: 内部クロックφ/64でカウント 
X100: 内部クロックφ/16でカウント 
0101: 内部クロックφ/4でカウント 
0110: 内部クロックφW/1024でカウント 
1101: 内部クロックφW/256でカウント 
1110: 内部クロックφW/4でカウント 
0111: 外部イベント（TMIC）を立ち下がりエッジでカウント* 
1111: 外部イベント（TMIC）を立ち上がりエッジでカウント* 

【記号説明】 
X: Don't care 
【注】 * TMC3～TMC0 を B'X111に設定する前に必ずポートモードレジスタ E（PMRE）の TMIC を 1 に

セットしてください。 
 
 
• タイマカウンタ C（TCC） アドレス: H'FFFFB5 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 
6 
5 
4 
3 
2 
1 
0 

TCC7 
TCC6 
TCC5 
TCC4 
TCC3 
TCC2 
TCC1 
TCC0 

— 
— 
— 
— 
— 
— 
— 
— 

R 
R 
R 
R 
R 
R 
R 
R 

TCCは，8ビットのリード可能なアップ／ダウンカウンタで，入力する内
部クロック／外部イベントによりカウントアップ／ダウンされます。入力
するクロックは，TMCの TMC3～TMC0により選択します。TCCの値は，
CPUから常にリードできます 
TCCがオーバフロー（H'FF → H'00または H'FF → TLCの設定値），ま
たはアンダフロー（H'00 → H'FFまたは H'00 → TLCの設定値）すると，
IRR2の IRRTCが 1にセットされます。 
TCCは，TLCと同一のアドレスに割り付けられています。 
リセット時，TCCは H'00に初期化されます。 
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• タイマロードレジスタ C（TLC） アドレス: H'FFFFB5 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 
6 
5 
4 
3 
2 
1 
0 

TLC7 
TLC6 
TLC5 
TLC4 
TLC3 
TLC2 
TLC1 
TLC0 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

W 
W 
W 
W 
W 
W 
W 
W 

TLCは，8ビットのライト専用のレジスタで，TCCのリロード値を設定し
ます。TLCにリロード値を設定すると，同時にその値は TCCにもロード
され，TCCはその値からカウントアップ／ダウンを開始します。また，
オートリロード動作時，TCCがオーバフロー／アンダフローすると，TCC
に TLCの値がロードされます。したがって，オーバフロー／アンダフロー
周期を 1～256入力クロックの範囲で設定することができます。 
TLCは，TCCと同一のアドレスに割り付けられています。 
リセット時，TLCは H'00に初期化されます。 

 
 
• 割り込み許可レジスタ 1（IENR1） アドレス: H'FFFFF3 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 IENRTC 1 R/W RTC割り込み要求イネーブル 
このビットを1にセットするとRTC割り込み要求がイネーブルになり
ます。 

 
 
• 割り込み許可レジスタ 2（IENR2） アドレス: H'FFFFF4 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

1 IENTC 1 R/W タイマ C割り込みイネーブル 
このビットを 1にセットするとタイマ C割り込み要求がイネーブルに
なります。 

 
 
• 割り込み要求レジスタ 2（IRR2） アドレス: H'FFFFF7 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

1 IRRTC 1 R/W タイマ C割り込み要求フラグ 
[セット条件] 
•  タイマ Cがオーバフローまたは，アンダフローしたとき 
[クリア条件] 
•  0をライトしたとき 

 
 
• RTCコントロールレジスタ 1（RTCCR1） アドレス: H'FFF06C 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 RUN 1 R/W RTC動作開始 
0: RTCは動作停止 
1: RTCは動作開始 

4 RST 0 R/W リセット 
0: 通常動作 
1: RTCCSRおよびこのビットを除く全レジスタ，制御回路をリセッ
トします。なお 1にセットした後は，必ずこのビットを 0にクリ
アしてください。 
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• RTCコントロールレジスタ 2（RTCCR2） アドレス: H'FFF06D 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

2 1SEIE* 1 R/W 1秒周期割り込み許可 
0: 1秒周期割り込みを禁止 
1: 1秒周期割り込みを許可 

【注】 * 本アプリケーションノートのソースプログラムでは R1SEIEに変更して使用します。 
 
 
• RTCクロックソースセレクトレジスタ（RTCCSR） アドレス: H'FFF06F 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 — —/(0) R リザーブビット 
ライトは無効です。 

6 
5 
4 

RCS6 
RCS5 

SUB32K 

0 
0 
0 

R/W 
R/W 
R/W 

クロック出力選択 
PMR3の TMOWを 1にセットしたとき，TMOW端子から出力される
クロックを選択します。 
000: φ/4 
010: φ/8 
100: φ/16 
110: φ/32 
XX1: φW 

3 
2 
1 
0 

RCS3 
RCS2 
RCS1 
RCS0 

1 
0 
0 
0 

R/W 
R/W 
R/W 
R/W 

クロックソース選択 
0000: φ/8 フリーランカウンタ動作 
0001: φ/32 フリーランカウンタ動作 
0010: φ/128 フリーランカウンタ動作 
0011: φ/256 フリーランカウンタ動作 
0100: φ/512 フリーランカウンタ動作 
0101: φ/2048 フリーランカウンタ動作 
0110: φ/4096 フリーランカウンタ動作 
0111: φ/8192 フリーランカウンタ動作 
1000: 32.768kHz RTC動作 
10001～1111: 設定禁止 

【記号説明】 
X: Don't care 
 
 
• RTC割り込みフラグレジスタ（RTCFLG） アドレス: H'FFF067 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

2 SEIFG 0 R/W* [セット条件] 
•  1秒周期割り込みが発生したとき 
[クリア条件] 
•  SEIFG = 1の状態で SEIFGに 0をライトしたとき 

【注】 * フラグクリアのための 0ライトのみ可能です。 
 
 
• ポートモードレジスタ E（PMRE） アドレス: H'FFF03B 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

4 TMIC 1 R/W PE7/TMIC端子機能切り替え 
0: RE7入出力端子として機能 
1: TMIC入力端子として機能 

2 UD 1 R/W PE6/UD端子機能切り替え 
0: PE6入出力端子として機能 
1: UD入力端子として機能 
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• タイマコントロール／ステータスレジスタWD1（TCSRWD1） アドレス: H'FFFFB1 
ビット ビット名 設定値 R/W 機能 

7 B6WI 任意 R/W ビット 6書き込み禁止 
このビットへの書き込み値が 0のときだけ，このレジスタのビット 6
に対する書き込みが有効となります。リードすると常に 1が読み出さ
れます。 

6 TCWE 任意 R/W タイマカウンタW書き込み許可 
このビットが 1のとき，TCWDがライトイネーブルとなります。この
ビットにデータを書き込むときはビット 7の書き込み値は 0にしてく
ださい。 

5 B4WI 任意 R/W ビット 4書き込み禁止 
このビットへの書き込み値が 0のときだけ，このレジスタのビット 4
に対する書き込みが有効となります。リードすると常に 1が読み出さ
れます。 

4 TCSRWE 任意 R/W タイマコントロール／ステータスレジスタW書き込み許可 
このビットが 1のとき，このレジスタのビット 2およびビット 0がラ
イトイネーブルになります。このビットにデータを書き込むときは
ビット 5の書き込み値を 0にしてください。 

3 B2WI 任意 R/W ビット 2書き込み禁止 
このビットへの書き込み値が 0のときだけ，このレジスタのビット 2
に対する書き込みが有効となります。リードすると常に 1が読み出さ
れます。 

2 WDON 任意 R/W ウォッチドッグタイマオン 
このビットを 1にセットすると，TCWDがカウントアップを開始しま
す。0にクリアすると TCWDは，カウントアップを停止します。 
[セット条件] 
•  リセット 
•  TCSRWE = 1の状態で B2WIに 0, WDONに 1をライトしたとき 
[クリア条件] 
•  TCSRWE = 1の状態で B2WIに 0, WDONに 0をライトしたとき 

1 B0WI 任意 R/W ビット 0書き込み禁止 
このビットへの書き込み値が 0のときだけ，このレジスタのビット 0
に対する書き込みが有効となります。リードすると常に 1が読み出さ
れます。 

0 WRST 任意 R/W ウォッチドッグタイマリセット 
[セット条件] 
•  TCWDがオーバフローし，内部リセット信号が発生したとき 
[クリア条件] 
•  RES端子によるリセット 
•  TCSRWE = 1の状態で B0WIに 0, WRSTに 0をライトしたとき 
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4.4 使用 RAMの説明 
本タスク例で使用する RAMを示します。 

表 3 使用 RAM 

型 ラベル名 内容 使用関数 
unsigned char cnt1 TCCのオーバフロー割り込み処理の回数をカウントする main 
unsigned char cnt2 1秒経過時点の TCCのカウンタ値を格納 main, rtcint 
unsigned char ENDF 入力パルスの周波数測定終了を判定するフラグ 

測定時間が 1秒未満で，cnt1<H'FFのとき， 
ENDF = H'00 
処理時間が 1秒経過したか，cnt1==H'FFのとき， 
ENDF = H'01 

main, rtcint, tcint
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5. フローチャート 

5.1 main関数 

main

SP = H'FFFF80

set_imask_ccr (1)

RUN = 0

RST = 1

RST = 0

UD = 1

TCSRWD1 = H'9E

TCSRWD1 = H'A2

TCSRWD1 = H'8E

RTCCSR = H'08

cnt1 = 0

cnt2 = 0

ENDF = 0

IRRTC = 0

SEIFG = 0

TMIC = 0

TMC = H'5F

TLC = H'00

IENTC = 1

IENRTC = 1

R1SEIE = 1

set_imask_ccr(0)

RUN = 1

ENDF = H'00?
Yes

No

CCR I "1"

RTC

UD

WDT

RTC 32.768kHz

RAM

C

RTC1

TMIC

UD GND

TCC

(TMIC )

C

RTC

RTC 1

CCR I "0"

RTC

C
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5.2 tcint関数 

tcint

IRRTC = 0

cnt1 = H'FF?

cnt1++ cnt1 = H'00

cnt2 = H'00

ENDF = H'01

Return

C

cnt1

cnt2

ENDF

R1SEIE = 0 RTC 1

cnt1

Yes

No

 

 

5.3 rtcint関数 

rtcint

SEIFG = 0

cnt2 = TCC

IENTC = 0

R1SEIE = 0

ENDF = H'01

Return

RTC 1

TCC cnt2

C

RTC 1

ENDF
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6. リンクアドレス指定 
 

セクション名 アドレス 
CV1 H'000000 
CV2 H'000054 
CV3 H'0000D4 

P H'000800 
B H'FFF380 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサステクノロジホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
csc@renesas.com 

 
 

改訂記録 
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